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山
本
孝
二
町
長
が
御
船
町
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
公
約
）
と
し
て
掲
げ
た
５
つ
の
宣
言
。

町
民
と
交
わ
し
た
約
束
は
、
果
た
せ
た
の
か
。
ま
ち
づ
く
り
大
会
で
町
民
検
証
委
員

か
ら
発
表
さ
れ
た
２
期
目
４
年
間
の
検
証
結
果
を
お
伝
え
す
る
―
―
。

御
船
町
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
ま
ち

づ
く
り
大
会
が
11
月
30

日
、
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
、
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
（
公
約
）
の
政
策
評

価
を
目
的
と
し
て
、
今
回
で
７
回

目
を
数
え
る
。
会
場
に
は
、
町
内

外
か
ら
約
３
０
０
人
が
足
を
運

び
、
御
船
町
の
４
年
間
を
振
り

返
っ
た
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
「
共き

ょ
う
そ
う創
」

を
基
本
理
念
に
、
５
つ
の

宣
言
と
プ
ラ
ス
を
柱
と
し
た
30
施

策
、
全
80
事
業
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
主
に
、
▼
健
康
・
子
育
て
▼

ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
▼
地

域
ブ
ラ
ン
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
▼
ロ
ハ

ス
（
健
康
・
環
境
）・
農
業
の
支

援
対
策
▼
学
校
教
育
―
が
柱
だ
。

今
回
、
公
募
で
選
ば
れ
た
町

民
９
人
が
検
証
委
員
を
務

め
、
宣
言
ご
と
に
検
証
結
果
を
発

表
し
た
。
検
証
委
員
は
▼
評
価
点

▼事業　地域スポーツイベント・教室、
子育てふれあい館開設、子ども医療費
無料化年齢引き上げ―など全28事業。
▼評価　スポーツセンターの指定管理  
者導入による利用強化、子育てふれあ
い館を活用した子育て支援の充実。
▼問題　住民ニーズは合っているが計
画が不明確、実現にむけた体制づくり
が整っていない。
▼提案　施策目標に対して事業の適正
化やスリム化を図り、関係課と各団体
が連携を密にした体制強化が必要。

▼事業　自治基本条例制定、地域創り
推進協議会やＮＰＯ・ボランティア活
動推進協議会設置―など全８事業。
▼評価　自治基本条例やコミュニティ
のモデルケースなどの施策は、人材育
成や体制づくりができている。
▼問題　全体的に目標や期間など計画
が明確化されておらず、町長と担当課
との間で計画が練られていない。
▼提案　施策によっては住民ニーズの
調査、計画の見直し、プロジェクトチー
ムの結成が必要。

コーディネーター

神吉 信之 氏
外部検証委員

日野 稔邦 氏
御船町議会

岩田 重成 議長
御船町

山本 孝二 町長

宣言

宣言

▼
問
題
点
▼
提
案
―
を
整
理
し
て

50
点
満
点
の
採
点
と
合
わ
せ
て
、

山
本
町
長
の
２
期
目
４
年
間
を
町

民
目
線
で
通
信
簿
を
つ
け
た
。

最
も
点
数
が
高
か
っ
た
項
目

は
宣
言
１
の
30
点
。
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

導
入
や
子
育
て
ふ
れ
あ
い
館
の
充

実
が
高
評
価
さ
れ
た
。
し
か
し
一

方
で
、
点
数
が
低
か
っ
た
項
目
は

宣
言
３
の
14
点
。
集
客
拠
点
と
な

る
恐
竜
博
物
館
な
ど
の
施
設
整
備

を
進
め
た
が
、
電
子
シ
ョ
ッ
プ
の

立
ち
上
げ
や
特
産
品
売
り
場
の
未

整
備
が
低
評
価
に
つ
な
が
っ
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
山
梨
学
院

大
学
教
授
・
江
藤
俊
昭
氏

の
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
（
討
論
）
も
行
わ
れ
、
御

船
町
の
現
状
と
課
題
、
こ
れ
か
ら

の
方
向
性
に
観
衆
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。

▼事業　街なかギャラリー開設、産業
ふれあい広場や新恐竜博物館建設、誉
れの認定・商品登録―など全16事業。
▼評価　事業の進捗度は低いが、集客
拠点となる恐竜博物館など、施設整備
を進めた点。
▼問題　宣言と施策内容が不十分で、
事業項目の一貫性がなく絞り込みがさ
れていない。
▼提案　宣言や施策の数値目標を明確
に定めて、実施期限と工程表を作成し、
横断的な組織づくりが必要。

▼事業　学習型ツーリズム、有害鳥獣
対策、ファームポンド建設、滞在型・
体験型の農業観光―など全11事業。
▼評価　個人での環境保全ボランティ
ア活動への参加、ライフスタイルを意
識した町民割合は増加傾向にある。
▼問題　ロハス本来のビジョン、役場
内や関係団体との連携、協力体制がで
きていない。
▼提案　広報やホームページなどで情
報発信を図り、住民や団体、企業を巻
き込んだロハス戦略計画の構築。

▼事業　学校運営協議会の設置、学園
のまちづくり推進委員会設置、町民図
書館建設―など全７事業。
▼評価　事業は、子どもたちを地域で
支える活動で、地域活性化にもつなが
るなど、一定の成果があがっている。
▼問題　住民ニーズの把握や再考が未
実施で計画が曖昧。マニフェスト施策
内容が議会や住民に浸透していない。
▼提案　子どもたちを地域で支える活
動は大きな予算を伴わずとも、創意工
夫で充実させることは可能。

宣言

宣言

宣言

「共創」という言葉は、
皆さんにとっては当たり
前かもしれませんが、行
政や地方自治には殆どで
てきません。御船町の造語だと思い
ます。自治体経営に、なぜ「共創」
が使われているのか―。おそらく、
住民、議会、行政の三者が一緒にい
い関係をつくっていく言葉。三者の
中心には目標が必要で、その中心的
な役割がマニフェストです。
マニフェストや総合計画を見て、

御船町はどのような方向を目指して
いるのかを確認することも大切とい
えます。つくればいいというわけで
はなく実践する、さらにはそれを検
証することも必要です。では、誰が
検証をするのか―。行政だけで検証
をしたら自己評価になってしまい、
甘い評価もでてしまいます。だから、
しっかりと第三者に評価してもらっ
たり、一番重要なのは生活している
住民の人たちが本当に政策がいいの
かを評価することが大事です。
検証をすることによって、地域の

ことを知る、知った地域のことを
もっと愛するようになる。検証作業
は、とても大事なことだと思ってい
ます。

住
民
に
よ
る
政
策
評
価
が
重
要

地
域
を
知
り
愛
す
る
検
証
作
業

山梨学院大学教授

江藤 俊昭氏
◉Profi le

えとう・としあき。1956（昭
和31）年東京都生まれ。山
梨学院大学法学部政治行政学
科教授。専攻は地域政治論。
議会サポーター、地方自治研
究機構評議委員などを務め
る。著書は、自治体議会学、
地方議会改革など多数。

岩永 義記 さん北川内 宗郎 さん 増田 安至 さん江藤 守立 さん 坂本 清子 さん熊野 清孝 さん 其川 喜代子 さん
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ま
ち
づ
く
り

町
民
か
ら
町
長
へ

通
信
簿

◉第７回御船町マニフェストまちづくり大会
　　　　　　　　共創　～共に創る御船町～

地
域
の
こ
と
は

地
域
で
決
め
る
御
船
町

我
が
ま
ち
の
子
ど
も
た
ち
を

み
ん
な
で
育
む
御
船
町

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
で

経
済
的
に
豊
か
に
な
る
御
船
町

み
ん
な
で
育
む

笑
顔
と
自
然
が
響
き
あ
う

ロ
ハ
ス（
健
康
・
環
境
）

な
ま
ち
御
船
町

大会資料は、御船町ホームページからダウンロード可能

基調
講演

健
康
い
き
い
き
御
船
町


